
(57)【要約】

【課題】安価で耐久性のあるホブカッターおよびその形

成方法を提供する。

【解決手段】ホブカッター本体３０および複数の切り刃

体３５からなり、ホブカッター本体は、複数の歯溝３２

を有し、該歯溝に沿って切削歯を形成し、複数の切り刃

体をブレージング材料により接合する。

切削加工により複数の歯溝３２を基材上に形成し、真空

ブレージングにより、複数の切り刃体を歯溝の一側面上

に接合して加工前本体を形成し、さらに切削加工により

切削歯の一側面上に切り刃体を形成して、ホブカッター

を構成する。

【選択図】図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 、 お よ び 複 数 の 切 り 刃 体 か ら 構 成 さ れ 、
前 記 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 は 、 複 数 の 歯 溝 を 有 す る と 共 に 該 歯 溝 の 両 側 に は 複 数 の 切 削 歯 を 有
し 、
前 記 複 数 の 切 り 刃 体 は 、 ブ レ ー ジ ン グ 材 料 に よ り 前 記 複 数 の 切 削 歯 と 相 互 に 接 合 し た こ と
を 特 徴 と す る ホ ブ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 、 お よ び 複 数 の 切 り 刃 体 か ら 構 成 さ れ 、
前 記 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 は 、 複 数 の 歯 溝 を 有 す る と 共 に 前 記 歯 溝 の 両 側 に は 複 数 の 切 削 歯 を
有 し 、 前 記 歯 溝 内 に 更 に 複 数 の 凹 溝 を そ れ ぞ れ 各 切 削 歯 と 対 応 し て 開 設 し 、
前 記 複 数 の 切 り 刃 体 は 、 前 記 凹 溝 内 に 嵌 合 す る と と も に 、 ブ レ ー ジ ン グ 材 料 に よ り 前 記 ホ
ブ カ ッ タ ー 本 体 と 相 互 に 接 合 し た こ と を 特 徴 と す る ホ ブ カ ッ タ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
切 削 加 工 工 程 に よ り 、 基 材 上 に 複 数 の 歯 溝 を 形 成 し ；
真 空 ブ レ ー ジ ン グ 工 程 に よ り 、 複 数 の 切 り 刃 体 を 前 記 歯 溝 の 一 側 面 上 に 接 合 し て 加 工 前 本
体 を 形 成 し ；
切 削 加 工 工 程 に よ り 該 加 工 前 本 体 に 切 削 歯 を 形 成 し て 、 切 削 歯 の 一 側 面 上 に 切 り 刃 体 を 形
成 し た ホ ブ カ ッ タ ー を 形 成 す る 工 程 か ら な る 、
ホ ブ カ ッ タ ー の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 切 削 加 工 の 工 程 は 、 更 に 凹 溝 を 前 記 歯 溝 上 に 形 成 す る と と も に 、 前 記 切 り 刃 を 前 記 凹
溝 内 に 嵌 合 す る こ と を 含 む 請 求 項 ３ 記 載 の ホ ブ カ ッ タ ー の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 真 空 ブ レ ー ジ ン グ 工 程 中 、 更 に 、 前 記 基 材 に 対 し て 熱 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ を 含
む 請 求 項 ３ 記 載 の ホ ブ カ ッ タ ー の 形 成 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 工 具 お よ び そ の 形 成 方 法 に 関 し 、 特 に 、 ブ レ ー ジ ン グ を 利 用 し ホ ブ カ ッ タ ー
の 切 削 歯 部 の 一 側 に 高 硬 度 を 有 す る 切 り 刃 工 具 を 形 成 す る ホ ブ カ ッ タ ー お よ び そ の 形 成 方
法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
歯 車 は 、 動 力 伝 達 の 重 要 な 部 材 で あ り 、 人 類 の 生 活 お よ び 工 業 進 歩 の 過 程 に お い て 、 重 要
な 役 割 を 果 た し て お り 、 人 類 の 工 芸 発 展 の 基 本 要 素 と 言 う こ と が で き る 。 一 般 的 に 言 え ば
、 歯 車 の 製 造 方 法 は 多 く の 種 類 が あ り 、 切 削 加 工 、 或 い は 、 精 密 鋳 造 、 精 密 鍛 造 、 圧 力 加
工 お よ び 粉 末 冶 金 等 の 非 チ ッ プ 加 工 の 製 造 方 法 に 分 け る こ と が で き る 。 経 済 的 で あ り 、 効
果 的 に 大 量 生 産 す る た め 、 切 削 加 工 に よ り 歯 車 を 形 成 す る 方 法 が 市 販 製 品 の 主 流 と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
切 削 加 工 に お い て 、 不 可 欠 な も の は 、 歯 車 を 加 工 す る ホ ブ カ ッ タ ー で あ り 、 ホ ブ カ ッ タ ー
の 発 展 は 、 工 具 材 料 の 発 展 で あ る と 言 う 事 が で き 、 工 具 材 料 は 従 来 技 術 の 高 炭 素 鋼 、 コ バ
ル ト 合 金 か ら 徐 々 に 炭 化 タ ン グ ス テ ン 、 セ ラ ミ ッ ク お よ び ダ イ ヤ モ ン ド へ と 移 り 変 わ っ て
い る 。 従 来 技 術 の ホ ブ カ ッ タ ー の 材 料 の 多 く は 、 高 炭 素 鋼 、 コ バ ル ト 合 金 で あ る が 、 硬 度
が 高 い 材 料 （ Ｈ Ｒ Ｃ ４ ０ 度 以 上 ） を 加 工 す る 時 、 コ バ ル ト を 主 要 な 材 料 と し て 製 造 し た ホ
ブ カ ッ タ ー は 、 加 工 効 果 お よ び 寿 命 が 理 想 的 で は な い 。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め 、 ホ ブ カ
ッ タ ー 材 料 も 徐 々 に 硬 度 が 高 い 材 料 へ と 進 歩 し 、 例 え ば 、 炭 化 タ ン グ ス テ ン 材 料 で あ る 。
但 し 、 ホ ブ カ ッ タ ー 全 体 に 炭 化 タ ン グ ス テ ン 材 料 を 利 用 し て 形 成 す る と 、 工 具 全 体 の 製 造
コ ス ト が 高 く な り 、 歯 車 の 生 産 者 に 対 し て 負 担 と な る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ホ ブ カ ッ タ ー の 切 り 刃 箇 所 に の み 高 硬 度 な 刀 片 を 設 置 す る 方 式 は 、 コ ス ト 削 減 の １ つ の
方 法 と な っ て い る 。 こ れ ら 工 具 の 従 来 技 術 の 製 造 方 法 は 、 機 械 固 定 式 お よ び 溶 接 式 に 分 け
る こ と が で き る 。 機 械 固 定 式 の 方 法 中 、 例 え ば 、 ア メ リ カ 合 衆 国 特 許 US.PATENT.NO.3,740
,808が 記 載 す る 工 具 は 、 図 １ に 示 す よ う で あ り 、 図 １ は 、 従 来 技 術 の 機 械 固 定 式 の 歯 切 り
工 具 を 示 す 図 で あ る 。 工 具 １ の 本 体 １ ０ 上 に は 、 複 数 個 の 収 容 溝 １ １ を 有 し 、 各 収 容 溝 １
１ 内 に は 螺 旋 構 造 １ ２ を 有 し 、 刃 片 １ ３ は 収 容 溝 １ １ 内 に 設 置 さ れ て 固 定 部 材 １ ４ に よ り
刃 片 １ ３ を 収 容 溝 １ １ 内 の 螺 旋 構 造 12上 に 固 定 す る 。 工 具 １ は 全 体 を 炭 化 タ ン グ ス テ ン 材
料 で 製 造 す る こ と に よ る コ ス ト が 高 く な る 問 題 を 回 避 す る が 、 工 具 を 製 造 す る 技 術 は 煩 瑣
で 加 工 も 複 雑 で あ る の で 、 加 工 コ ス ト が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 も う 1つ の 方 式 は 、 ロ ウ 接 法 で あ り 、 図 ２ に 示 す よ う に な る 。 図 は 、 従 来 技 術 の 工 具 の
局 部 断 面 図 で あ る 。 工 具 ２ 上 の 高 硬 度 の 刃 ２ １ は 、 ロ ウ 付 け に よ り ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 ２ ０
上 に 固 定 す る 。 但 し 、 前 記 ロ ウ 付 け 技 術 に よ り 形 成 さ れ る 工 具 ２ は 、 工 具 ２ に 対 し て イ オ
ン プ レ ー テ ィ ン グ を 行 な っ て 耐 摩 耗 性 被 覆 を 形 成 す る 時 、 ロ ウ 材 が 溶 射 中 の 高 温 で 溶 解 し
、 刃 ２ １ を ホ ブ カ ッ タ ー ２ ０ 上 に 固 定 す る こ と が で き な い 。 従 っ て 、 従 来 技 術 の ロ ウ 付 け
法 を 利 用 し て 形 成 す る 工 具 は 、 イ オ ン レ ー テ ィ ン グ 法 を 実 行 す る こ と で き ず 、 工 具 の 寿 命
に 影 響 を 及 ぼ す 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ５ － ５ ２ ３ １ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 真 空 ブ レ ー ジ ン グ （ Vacuum Brazing） 法 を 利 用 し て ホ ブ カ ッ タ ー の 歯 部 の 一 側
に 切 り 刃 片 を 形 成 し 、 工 具 の 寿 命 の 延 長 お よ び 高 硬 度 ホ ブ カ ッ タ ー の 製 造 コ ス ト 低 減 を 達
成 す る ホ ブ カ ッ タ ー お よ び そ の 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 更 に 、 真 空 ブ レ ー ジ ン グ を 利 用 す る 時 の 温 度 が 、 ホ ブ カ ッ タ ー の 基 材 に 対 し
て 熱 処 理 と な り 、 製 造 工 程 の 減 少 お よ び 製 造 コ ス ト の 低 減 を 達 成 す る ホ ブ カ ッ タ ー お よ び
そ の 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 更 に 、 歯 溝 上 に 複 数 個 の 凹 溝 を 形 成 し 切 り 刃 片 を 収 容 さ せ 、 良 好 な 固 定 効 果
を 達 成 す る ホ ブ カ ッ タ ー お よ び そ の 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 述 の 目 的 を 達 成 す る 為 、 本 発 明 が 提 供 す る ホ ブ カ ッ タ ー は ： ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 お よ び 複
数 の 切 り 刃 体 を 含 む も の で あ る 。 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 は 、 複 数 個 の 歯 溝 を 有 し 、 歯 溝 の 両 側
は 複 数 個 の 切 削 歯 を 有 す る 。 複 数 個 の 切 り 刃 体 は ブ レ ー ジ ン グ 材 料 に よ り 複 数 個 の 切 削 歯
と 接 合 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 歯 溝 内 に 更 に 複 数 の 凹 溝 を 開 設 す る と と も に 、 各 凹 溝 を そ れ ぞ れ 各 切 削 歯 と 対 応 さ せ る
。 切 り 刃 体 は 凹 溝 内 に 嵌 合 し 、 ブ レ ー ジ ン グ 材 料 に よ り ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 と 相 互 に 接 合 す
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 切 り 刃 体 は 、 タ ン グ ス テ ン 材 料 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ブ レ ー ジ ン グ 材 料 は 、 ブ レ ー ジ ン グ 合 金 材 料 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る 為 、 本 発 明 は ： 先 ず 、 切 削 加 工 工 程 に よ り 複 数 の 歯 溝 を 基 材 上 に
形 成 し ； そ の 後 、 真 空 ブ レ ー ジ ン グ 工 程 に よ り 複 数 の 切 り 刃 片 を そ れ ぞ れ 複 数 の 歯 溝 の 一
側 面 上 に 接 合 し て 、 加 工 前 の 本 体 を 形 成 し ； 最 後 に 、 複 数 の 切 削 歯 を 加 工 前 の 本 体 上 に 形
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成 し 、 ホ ブ カ ッ タ ー を 形 成 し 、 切 削 歯 の 一 側 面 に 切 り 刃 体 を 形 成 す る ス テ ッ プ を 含 む も の
で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 切 削 加 工 工 程 が 更 に 、 歯 溝 上 に 凹 溝 を 形 成 し 、 そ の 後 切 り 刃 片 を 凹 溝 内 に 嵌 合 す る こ と
を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 真 空 ブ レ ー ジ ン グ の 工 程 中 、 更 に 、 基 材 に 対 し て 熱 処 理 を 実 行 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ホ ブ カ ッ タ ー の 形 成 方 法 が 、 更 に 、 ホ ブ カ ッ タ ー 表 面 に 対 し て イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ に
よ る 硬 質 被 覆 を 実 行 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ホ ブ カ ッ タ ー の 形 成 方 法 が 、 更 に 、 加 工 前 本 体 上 の 複 数 の 切 り 刃 片 に 対 し て 研 削 を 実 行
す る ス テ ッ プ を 含 む こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 が 提 供 す る ホ ブ カ ッ タ ー お よ び そ の 形 成 方 法 は 、 真 空 ブ レ ー ジ ン グ （ Vacuum Brazi
ng） の 方 式 を 利 用 し て ホ ブ カ ッ タ ー の 歯 部 の 一 側 に 切 り 刃 片 を 形 成 し 、 工 具 の 寿 命 の 延 長
お よ び 高 硬 度 ホ ブ カ ッ タ ー の 製 造 コ ス ト 低 減 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 が 提 供 す る ホ ブ カ ッ タ ー お よ び そ の 形 成 方 法 は 、 更 に 、 真 空 ブ レ ー ジ ン グ を 利 用 す
る 時 の 温 度 が 、 ホ ブ カ ッ タ ー の 基 本 材 料 に 対 し て 熱 処 理 を 実 行 し 、 製 造 工 程 の 減 少 お よ び
製 造 コ ス ト の 低 減 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 が 提 供 す る ホ ブ カ ッ タ ー お よ び そ の 形 成 方 法 は 、 更 に 、 歯 溝 上 に 複 数 個 の 凹 溝 を 形
成 し て 切 り 刃 片 を 収 容 さ せ 、 良 好 な 固 定 効 果 を 達 成 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の ホ ブ カ ッ タ ー の 好 適 な 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。 ホ ブ カ ッ タ ー ３ は 、 ホ ブ
カ ッ タ ー 本 体 ３ ０ お よ び 複 数 の 切 り 刃 体 ３ １ を 含 む も の で あ る 。 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 ３ ０ の
軸 方 向 周 囲 は 、 複 数 の 歯 溝 （ 屑 収 容 溝 ） ３ ２ を 有 し 、 歯 溝 ３ ２ の 両 側 に は 複 数 の 切 削 歯 ３
３ を 有 す る 。 歯 溝 ３ ２ は 、 直 線 形 状 の 歯 溝 で あ る か ま た は 、 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 ３ ０ の 中 心
軸 と 螺 旋 角 を 形 成 す る 螺 旋 形 歯 溝 で あ る こ と が で き 、 そ の う ち 、 直 線 形 状 の 歯 溝 を 有 す る
ホ ブ カ ッ タ ー は 、 正 歯 車 を 加 工 す る こ と に 用 い ら れ 、 螺 旋 角 歯 溝 を 有 す る ホ ブ カ ッ タ ー は
、 螺 旋 角 を 有 す る 渦 型 歯 車 を 加 工 す る こ と に 用 い ら れ る 。 歯 溝 ３ ２ 上 に は 更 に 、 複 数 の 凹
溝 ３ ０ １ （ 図 ５ ） を 開 設 す る 。 複 数 の 切 り 刃 体 ３ １ は 、 凹 溝 ３ ０ １ 内 に 設 置 し 、 複 数 の 切
り 刃 体 ３ １ と ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 と の 間 は ブ レ ー ジ ン グ 材 料 （ Brazing  binder） （ 図 中 に
示 さ ず ） を 用 い て 複 数 の 切 削 歯 ３ ３ と 相 互 に 接 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 特 徴 は 、 比 較 的 安 価 な 材 料 を 利 用 し 、 例 え ば 、 コ バ ル ト ま た は 高 炭 素 鋼 に よ り
ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 ３ ０ の 材 料 と し 、 そ の 後 、 硬 度 の 比 較 的 高 い タ ン グ ス テ ン 材 料 に よ り 切
り 刃 体 ３ １ の 材 料 と す る 。 こ の よ う に し て 、 高 硬 度 の ホ ブ カ ッ タ ー ３ を 加 工 す る 困 難 を 減
少 す る だ け で な く 、 ホ ブ カ ッ タ ー ３ の コ ス ト が 全 体 の 材 料 に タ ン グ ス テ ン 材 料 を 使 用 す る
ホ ブ カ ッ タ ー に 比 較 し て 、 安 価 に な り 、 更 に 、 加 工 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ブ レ
ー ジ ン グ 材 料 の 種 類 は 多 く 、 従 来 技 術 で は 、 通 常 、 ブ レ ー ジ ン グ 材 料 は 、 合 金 材 料 で あ り
、 例 え ば 、 ニ ッ ケ ル （ Ni） 、 ホ ウ 素 （ B） 、 ク ロ ム （ Cr） 、 鉄 （ Fe） 、 ケ イ 素 （ Si） 、 炭
素 （ C） 、 リ ン （ P） 、 マ ン ガ ン （ Mn） か ら 選 択 し て 構 成 し た 合 金 材 料 を 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の ホ ブ カ ッ タ ー 製 造 の 好 適 な 実 施 例 の フ ロ ー 図 で あ る 。 ホ ブ カ ッ タ ー の
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形 成 方 法 は 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 む も の で あ る ： 先 ず 、 基 材 を 提 供 す る 。 基 材 は 、 コ バ ル
ト ま た は 高 炭 素 鋼 等 の 材 料 で あ る こ と が で き る 。 図 ５ は 、 本 発 明 の ホ ブ カ ッ タ ー 製 造 の 切
削 加 工 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 の 断 面 図 で あ る 。 ； ス テ ッ プ ４ ０ で は 、 切 削 加 工 工 程 に よ り 基 材
上 に 複 数 個 の 歯 溝 （ 屑 収 容 溝 ） ３ ２ を 形 成 し 、 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 ３ ０ を 形 成 す る 。 歯 溝 ３
２ は エ ッ ジ カ ッ タ ー ま た は ホ ブ カ ッ タ ー を 利 用 し て 加 工 す る こ と が で き る 。 図 ５ に 示 す よ
う に 、 切 削 加 工 を 利 用 し て 複 数 の 収 容 溝 ３ ２ を 形 成 し た 後 、 各 収 容 溝 ３ ２ 上 に 凹 溝 ３ ０ １
を 形 成 し 、 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 ３ ０ の 軸 心 領 域 に は 更 に ス リ ー ブ ３ ４ を 有 す る 。 そ の 後 、 真
空 ブ レ ー ジ ン グ 工 程 に よ り 複 数 の 切 り 刃 片 を そ れ ぞ れ 複 数 の 歯 溝 の 一 側 面 上 に 接 合 し 、 加
工 前 本 体 を 形 成 し ； 最 後 に 、 複 数 の 切 削 歯 を 加 工 前 本 体 上 に 形 成 し 、 ホ ブ カ ッ タ ー を 形 成
し 、 切 削 歯 の 一 側 面 に 切 り 刃 体 を 形 成 す る ス テ ッ プ を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 続 い て 、 ス テ ッ プ ４ １ で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 複 数 の 切 り 刃 ３ ５ を そ れ ぞ れ 凹 溝 ３ ０
１ 中 に 嵌 合 す る 。 切 り 刃 ３ ５ と ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 ３ ０ と の 間 は ブ レ ー ジ ン グ 材 料 を 有 し 、
切 り 刃 片 ３ ５ は 長 方 形 状 で あ る が 、 但 し こ れ に 限 定 す る も の で は な く 、 凹 溝 ３ ０ １ 内 に 嵌
合 す る も の で あ る ； ブ レ ー ジ ン グ 材 料 は 合 金 材 料 で あ り 、 例 え ば 、 ニ ッ ケ ル （ Ni） 、 ホ ウ
素 （ B） 、 ク ロ ム （ Cr） 、 鉄 （ Fe） 、 ケ イ 素 （ Si） 、 炭 素 （ C） 、 リ ン （ P） 、 マ ン ガ ン （ M
n） か ら 選 択 し て 構 成 し た 合 金 材 料 に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。 但 し 、 こ れ ら に 限 定 す
る も の で は な い 。 そ の 後 、 真 空 ブ レ ー ジ ン グ 炉 中 に 置 き 、 高 温 の 真 空 ブ レ ー ジ ン グ を 実 行
し 、 切 り 刃 片 ３ ５ を ブ レ ー ジ ン グ 合 金 に 介 し て 高 温 真 空 の 過 程 で ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 ３ ０ 自
身 の 金 属 材 料 と 拡 散 結 合 を 実 行 さ せ 、 刃 片 ２ ４ を 歯 溝 ３ ２ の 一 側 面 上 の ホ ブ カ ッ タ ー 本 体
３ ０ 上 に 接 合 し 、 抗 張 力 が 大 き く 、 接 合 強 度 が 良 好 な 加 工 前 本 体 を 形 成 す る 。 本 ス テ ッ プ
を 実 施 中 、 真 空 ブ レ ー ジ ン グ 工 程 に お い て 、 も う １ つ の 特 徴 は 、 真 空 ブ レ ー ジ ン グ の 過 程
で 、 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 ３ ０ に 対 し て 熱 処 理 を 実 行 す る こ と で あ る 。 こ う し て 、 従 来 技 術 の
別 途 材 料 に 対 し て 熱 処 理 を 実 行 す る 工 程 を 簡 易 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ ４ ２ で は 、 加 工 前 本 体 上 の 複 数 の 切 り 刃 片 に 対 し て 研 削 を 実 行 す る 。
ス テ ッ プ 中 の 研 削 の 過 程 は ２ つ の 段 階 に 分 け る こ と が で き 、 第 1段 階 は 加 工 前 本 体 の 軸 心
領 域 の ス リ ー ブ ３ ４ に 対 し て 研 削 を 実 行 し 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 研 削 の 過 程 中 に 、 ス リ ー
ブ ３ ４ の 内 孔 ３ ４ ３ 、 肩 部 ３ ４ ２ お よ び 端 面 ３ ４ １ に 対 し て 研 削 を 実 行 す る こ と を 含 む 。
そ の 後 第 ２ 段 階 研 削 を 実 行 し 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 研 削 工 具 ５ に よ っ て 切 り 刃 片 ３ ５ の 表
面 に 対 し 研 削 を 実 行 し 、 ブ レ ー ジ ン グ 工 程 後 の 切 り 刃 片 ３ ５ の 刃 先 が 不 均 等 に な る 現 象 を
処 理 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ ４ ２ に 続 き 、 ス テ ッ プ ４ ３ で は 、 加 工 前 本 体 に 対 し 歯 形 を 削 り 取 り 、 複 数 の 切
削 歯 ３ ３ を 加 工 前 本 体 上 に 形 成 し 、 ホ ブ カ ッ タ ー ３ を 形 成 す る （ 図 ９ 参 照 ） 。 複 数 の 切 削
歯 を 形 成 す る 切 削 方 式 は 従 来 技 術 を 利 用 し て 達 成 で き る た め 、 こ こ で は 詳 細 な 記 載 を 省 略
す る 。 本 発 明 の ホ ブ カ ッ タ ー の 使 用 寿 命 を 増 加 す る た め 、 ホ ブ カ ッ タ ー を 形 成 し た 後 、 ホ
ブ カ ッ タ ー の 表 面 に イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ に よ る 被 覆 を す る ス テ ッ プ を 設 け る こ と が で き
る 。 本 発 明 は 真 空 ブ レ ー ジ ン グ の 方 式 を 利 用 し 切 り 刃 片 を ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 上 に 接 合 し 、
ブ レ ー ジ ン グ 材 料 が 耐 高 温 の 特 性 を 有 す る こ と に よ り 、 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ 工 程 中 の 温
度 を 受 け て 融 解 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 の 方 法 に よ り 本 発 明 の ホ ブ カ ッ タ ー の 構 造 を 製 造 す る 以 外 、 ホ ブ カ ッ タ ー の 製 造 方
法 は 、 下 記 の ス テ ッ プ を 利 用 し 完 成 す る こ と も で き る ： 先 ず 、 切 削 加 工 工 程 に よ り 基 材 に
加 工 を 実 行 し 工 具 本 体 を 形 成 し 、 工 具 本 体 は 複 数 の 歯 溝 を 有 し 、 歯 溝 の 両 側 は 複 数 の 切 削
歯 を 有 し 、 歯 溝 上 は 各 切 削 歯 に 対 応 す る 位 置 に 更 に 凹 溝 を 開 設 す る 。 続 い て 、 切 り 刃 体 を
凹 溝 内 に 置 き 、 ブ レ ー ジ ン グ 材 料 を 注 入 し 、 真 空 ブ レ ー ジ ン グ 炉 中 に 置 き 、 高 温 の 真 空 ブ
レ ー ジ ン グ を 実 行 し 、 切 り 刃 体 を ブ レ ー ジ ン グ 材 料 に 介 し て 高 温 真 空 の 過 程 で 工 具 本 体 の
金 属 材 料 と 拡 散 結 合 さ せ 、 切 り 刃 体 を 切 削 歯 上 に 接 合 し 、 抗 張 力 の 大 き い 、 気 密 性 の 良 好
な ホ ブ カ ッ タ ー を 形 成 す る 。 そ の 後 、 切 り 刃 体 の 研 削 お よ び 鍍 金 の ス テ ッ プ を 実 行 し 、 そ
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の 詳 細 は 前 記 と 同 一 で あ り 、 こ こ で は 記 載 を 省 略 す る 。 基 材 は コ バ ル ト ま た は 高 炭 素 化 鋼
材 料 で あ る 。 切 り 刃 体 は タ ン グ ス テ ン 材 料 で あ り 、 ブ レ ー ジ ン グ 材 料 は 合 金 材 料 で あ り 、
例 え ば 、 ニ ッ ケ ル （ Ni） 、 ホ ウ 素 （ B） 、 ク ロ ム （ Cr） 、 鉄 （ Fe） 、 ケ イ 素 （ Si） 、 炭 素
（ C） 、 リ ン （ P） 、 マ ン ガ ン （ Mn） を 選 択 し て 構 成 し た 合 金 材 料 で 形 成 す る こ と が で き 、
但 し こ れ に 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 例 の ス テ ッ プ 中 、 真 空 ブ レ ー ジ ン グ 工 程 の 過 程 で 、 も う 1つ の 特 徴 は 、 真 空 ブ レ
ー ジ ン グ の 過 程 で 、 工 具 本 体 に 対 し 熱 処 理 の 工 程 を 実 行 で き る こ と で あ る 。 こ う し て 、 従
来 技 術 の 別 途 材 料 に 熱 処 理 の 工 程 を 実 行 す る こ と を 簡 易 化 す る こ と が で き る 。 本 方 法 と 図
４ に 示 す 好 適 な 実 施 例 の 違 い は 、 図 ４ の 実 施 例 は 切 り 刃 片 を 先 ず 真 空 ブ レ ー ジ ン グ を 利 用
し て 工 具 本 体 に 接 合 し 、 そ の 後 、 切 削 歯 の 削 り 取 り を 実 行 す る が 、 本 方 法 は 、 順 序 を 換 え
、 先 ず 切 削 歯 を 削 り 、 そ の 後 、 切 削 歯 に 切 り 刃 体 を 併 せ て 真 空 ブ レ ー ジ ン グ を 利 用 し て 切
削 歯 上 に 接 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
な お 、 本 発 明 で は 好 ま し い 実 施 例 を 前 述 の 通 り 開 示 し た が 、 こ れ ら は 決 し て 本 発 明 に 限 定
す る も の で は な く 、 当 該 技 術 を 熟 知 す る 者 な ら 誰 で も 、 本 発 明 の 精 神 と 領 域 を 脱 し な い 均
等 の 範 囲 内 で 各 種 の 変 動 や 潤 色 を 加 え る こ と が で き る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 従 来 技 術 の 機 械 固 定 式 の 歯 切 り 工 具 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 技 術 の 切 削 工 具 の 局 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の ホ ブ カ ッ タ ー の 好 適 な 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の ホ ブ カ ッ タ ー 製 造 の 好 適 な 実 施 例 の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の ホ ブ カ ッ タ ー 製 造 の 切 削 加 工 ホ ブ カ ッ タ ー 本 体 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１  工 具
１ ０  ホ ブ カ ッ タ ー 本 体
１ １ 　 収 容 溝
１ ２  螺 旋 構 造
１ ３  刃 片
１ ４  固 定 部 材
２  工 具
２ ０  ホ ブ カ ッ タ ー 本 体
２ １  刃
３  ホ ブ カ ッ タ ー
３ ０  ホ ブ カ ッ タ ー 本 体
３ ０ １  凹 溝
３ １  切 り 刃 体
３ ２  歯 溝
３ ３  切 削 歯
３ ４  ス リ ー ブ
３ ４ １  端 面
３ ４ ２  肩 部
３ ４ ３  内 孔
３ ５  切 り 刃 片
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４  ホ ブ カ ッ タ ー 形 成 方 法
４ ０ ～ ４ ３  フ ロ ー
５  研 削 工 具

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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